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千せ
ん
だ
い
じ
ょ
う
あ
と

代
城
跡
　
そ
の
三
～
警
固
衆
（
海
賊
衆
）
白
井
越
中
守
～

　

武

田

元

信

が

明

応

四

年

（
１
４
９
５
）
に
白
井
親ち

か

胤た
ね

・
光み
つ

胤た
ね

親
子
に
所
領
と
し
て
安あ

ん

ど堵
し

た
判は

ん
も
つ物
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
仁

保
島
海
上
諸し

ょ

く

じ

公
事
、
同
飯
山
後
浦

か
ら
大お

う
こ
う河
ま
で
の
浦
、
な
ら
び
に

府
中
散
在
分
、
古
市
村
」
と
あ
っ

て
、
海
上
諸
公
事
の
権
利
と
広
い

給
治
を
知
行
と
し
て
安
堵
し
て

い
る
。
こ
の
海
上
諸
公
事
と
は
、

警け

ご固
料
徴
収
権
を
意
味
し
、
仁
保

島
海
上
一
帯
の
海
上
支
配
権
を
認

め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
航
行

す
る
船
か
ら
通
行
税
を
警
固
料
と

し
て
執
り
、
支
払
っ
た
者
に
は
航

行
の
安
全
（
他
の
海
賊
か
ら
守
る

こ
と
も
含
む
）
を
約
束
し
、
ま
た

は
水
先
案
内
を
勤
め
た
の
で
、
彼

ら
の
こ
と
を
警
固
衆
と
も
海
賊
衆

と
も
呼
ば
れ
た
。
中
世
史
で
は
、

こ
の
海
賊
衆
と
は
海
軍
の
こ
と

で
、
海
上
に
て
商
船
を
略
奪
す
る

手
合
い
の
海
賊
と
区
別
さ
れ
て
い

る
。
数
年
前
に
映
画
館
で
見
た
俳

優
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
扮
す
る
カ

リ
ブ
の
海
賊
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
パ
ロ

ウ
と
は
一
緒
に
で
き
な
い
。

　
室
町
時
代
中
期
頃
の
広
島
湾
東

部
の
勢
力
図
に
変
化
が
生
じ
た
。

世せ

能の

荒あ
ら
や
ま
の
し
ょ
う

山

庄
の
地じ

と

う頭
で
鳥と

籠こ
の

山や
ま
じ
ょ
う
城
に
本
拠
と
す
る
阿あ

そ曾
沼ぬ
ま

氏

が
開

か
い
た
の
し
ょ
う

田
庄
に
進
出
し
て
海
田
湾
頭

を
勢
力
下
に
置
い
た
。
そ
し
て
府

中
の
東
南
隣
の
矢
野
で
も
野
間
氏

が
台
頭
し
、
矢
野
か
ら
倉
橋
島
北

部
に
至
る
広
島
湾
東
部
一
帯
を
勢

力
下
に
置
い
た
。
阿
曾
沼
・
白
井
・

野
間
三
氏
の
う
ち
、
阿
曾
沼
、
野

間
両
氏
は
能の

う
み美
島
の
能
美
氏
ら
と

共
に
大
内
水
軍
の
傘さ

ん

か下
に
入
り
、

府
中
出
張
城
の
白
井
備
中
守
（
千

代
城
を
も
含
む
）
の
み
が
武
田
方

で
あ
っ
た
。

　
天
文
十
年
（
１
５
４
１
）
出
張

城
主
白
井
備
中
守
房ふ

さ

胤た
ね

は
、
最
後

ま
で
武
田
方
に
味
方
し
て
大
内
・

毛
利
連
合
軍
に
攻
め
ら
れ
敗
北
し

自
刃
し
た
。
こ
の
時
、
千
代
城
主

（
萬
五
郎
？
）
は
、
白
井
惣
領
家

側
と
し
て
大
内
氏
と
戦
っ
た
け
れ

ど
も
大
内
氏
に
降
参
し
許
さ
れ
た

の
か
、「
白
井
備
中
」
の
名
で
城

を
守
っ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
千
代
城
主
が
処
罰
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
城
の

守
り
に
配
置
さ
れ
た
背
景
に
は
、

い
ち
は
や
く
大
内
氏
の
水
軍
の
有

力
部
将
と
な
っ
て
い
た
白
井
越
中

守
の
助
力
が
あ
っ
た
の
か
分
か
ら

な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
広
島
湾
頭

の
海
上
支
配
を
有
利
に
す
る
た
め

の
戦
略
上
の
思
惑
が
あ
っ
た
と
考

え
る
の
が
理
に
叶か

な

う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
一
方
の
仁
保
城
主
の
白
井
越

中
守
は
こ
れ
よ
り
先
の
享

き
ょ
う

禄ろ
く

二

年
（
１
５
２
９
）
に
は
、
武
田
氏

と
袂

た
も
と
を
分
か
ち
、
大
内
氏
の
被
官

と
な
り
、
大
内
義よ

し

興お
き

の
知
行
充あ
て

行が
い
じ
ょ
う
状
が
あ
る
。
ま
た
、
天
文
七
年

（
１
５
３
８
）
大
内
義よ

し

隆た
か

の
知
行

安
堵
状
が
あ
り
、
白
井
庶
家
一
流

が
大
内
氏
の
警
固
衆
（
水
軍
）
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
警
固

衆
白
井
一
族
の
活
躍
振
り
を
示
す

幾
つ
か
の
古
文
書
が
あ
る
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田
　
禎
昭

武田元信知行安堵状
（岩瀬文庫所蔵文書　明応四年）
（『安芸府中町史』第二巻より）

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

府中町環境センター(八幡四丁目1–1）　☎286ー 3266

正しいごみ出しにご協力を環境センター
からのおしらせ

午前８時３０分までにごみステーションに出してください。

2/11
（火/祝）

有価物【火曜日収集地区】（新聞・雑誌、
ダンボール、衣類、ビン・缶・金属類）

普通ごみ【火・金曜日収集地区】

ごみの 特 別 収 集

※環境センターへの持ち込みは受け付けていません。
指定された場所以外の

ごみステーションに出してはいけません

一時多量ごみなどは、ごみステーションに出してはいけません

　ごみステーションは、地域のみなさんが日
頃から自発的に清掃等維持管理を行っていま
す。ごみを指定された場所以外のステーショ
ンに出すと、その地域のみなさんの迷惑とな
ります。ごみは、ご自分の居住地の指定日に
指定された場所へ出してください。

◆一�時多量ごみ　庭木の刈り込みなどで一度に３束・３袋以上の多量ごみ、
引越しに伴う多量ごみ、個人による家の簡易な改装によるごみ、敷地
内の多量の土砂、側溝の泥など

◆事�業所ごみ　商店・飲食店・病院・工場などの事業活動により発生した
ごみ

◆そ�の他　石油類（ガソリン・灯油）、エンジンオイル、機械油、農薬、
殺虫剤、ピアノ、オルガン、タイヤ、ホイール、オートバイ（原付含
む）、バッテリー、未使用の消火器、ガスボンベ、石膏ボード、耐火
金庫、注射針等の鋭利なもの、感染性があるもの、家電４品（エアコ
ン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）、パソコン（本体・ディスプレイ）

※�これらのごみは、種類ごとに処分方法が違います。詳しくは、各家庭に
配布した冊子「平成25年度家庭ごみの正しい出し方（府中町ホームペー
ジ（くらしの情報＞ごみ）にも掲載）」・「ごみの出し方辞典（50音順）」で
ご確認ください。悪質な場合は、警察と連携をとり厳正に対処します。


